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(57)【要約】
【課題】環境負荷が小さく、使い勝手の良い断熱箱体お
よび冷凍冷蔵庫を提供する。
【解決手段】断熱箱体１０２は、外箱１０５と内箱１０
６との間の閉空間に真空断熱パネル１０８を配置して発
泡ポリウレタン１０７を充填したものであり、内箱１０
６の屈曲部を跨ぐように真空断熱パネル１０８が配設し
てある。発泡ポリウレタン１０７は、ポリオール成分の
中に二酸化炭素を含んだ原料から発泡成形されており、
フロス発泡が可能となる。フロス発泡は、発泡ポリウレ
タン１０７の充填性を向上させるものであり、真空断熱
パネル１０８により流動抵抗が高くなった屈曲部にも充
填することが可能となる。また、二酸化炭素はフロス発
泡で広く使用されるフッ化炭化水素と比較して環境負荷
が小さいので、高品質で断熱性能に優れた冷凍冷蔵庫１
０１を提供できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
内箱と外箱との間の閉空間に真空断熱パネルを配置して発泡ポリウレタンを充填した断熱
箱体であって、前記真空断熱パネルは、少なくとも前記内箱または前記外箱の屈曲部また
は前記屈曲部近傍に配設され、前記発泡ポリウレタンは、ポリオール成分とポリイソシア
ネート成分の少なくとも一つに二酸化炭素を含んだ原料を使用した断熱箱体。
【請求項２】
屈曲部または前記屈曲部近傍に一つ以上の真空断熱パネルを備え、少なくとも一つ以上の
前記真空断熱パネルが前記内箱または前記外箱に接して配設された請求項１に記載の断熱
箱体。
【請求項３】
屈曲部または前記屈曲部近傍に一つ以上の真空断熱パネルを備え、少なくとも一つ以上の
前記真空断熱パネルが前記内箱または前記外箱の屈曲部に沿うように屈曲させて配設され
た請求項１または２に記載の断熱箱体。
【請求項４】
請求項１から３のいずれか一項に記載の断熱箱体と、前記断熱箱体の内部空間を冷却する
冷却手段とから構成された冷凍冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、断熱材に発泡ポリウレタンを用いた断熱箱体と、この断熱箱体を適用した冷
凍冷蔵庫に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球環境保護の観点から、熱エネルギーを効率的に利用する技術開発に対する社
会的要望が高まっている。このような背景から、冷凍冷蔵庫において各種部品や機器全体
の省エネ設計に加えて、高性能断熱技術の開発に注力している。
【０００３】
　冷凍冷蔵庫では、一般的に断熱材料として発泡ポリウレタンを使用しており、最近では
更なる高断熱性能化を目的として、発泡ポリウレタンより高断熱性能の真空断熱パネルを
併用している。
【０００４】
　発泡ポリウレタンとは、原料であるポリオールとポリイソシアネートが反応して形成さ
れるポリウレタン樹脂の骨格と、発泡剤が気化することによって形成される無数の気泡で
構成されている。
【０００５】
　真空断熱パネルとは、グラスウールやシリカ粉末を芯材として、この芯材を樹脂と金属
箔のラミネートフィルムなどのガスバリア性に優れたフィルムで覆い、余分な水分を吸着
する水分吸着剤を同封したあと、内部を真空状態にして作製される。真空断熱パネルは真
空断熱材とも表現される。
【０００６】
　冷凍冷蔵庫の更なる高断熱性能化には、真空断熱パネルの適用面積を拡大する必要があ
り、一般的に適用される平面部だけでなく平面部以外での適用が必要となる。平面部以外
での適用として断熱箱体の形状に沿って配設できる真空断熱パネルがあり、真空断熱パネ
ルに折り曲げ性を付与することが重要な課題となっている。
【０００７】
　例えば、その解決手段として、芯材の選定と、芯材の間に変形可能で且つ変形後の芯材
形状を保持可能な変形保持部材を配置することで解決を図っているものがある（例えば、
特許文献１参照）。
【０００８】
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　図５は、特許文献１に記載された従来の真空断熱材を配設した冷蔵庫の一部を拡大した
断面図である。
【０００９】
　図５に示すように、鉄板をプレス成形した外箱１と、ＡＢＳ樹脂を真空成形した内箱２
と、外箱１と内箱２とがフランジを介して構成される断熱壁中に設置された真空断熱材３
と、内箱１と外箱２の間の真空断熱材３を除く部分に充填された発泡ポリウレタン４とに
より構成されている。
【００１０】
　真空断熱材３は、ガスバリア性を有する外被材５中に芯材６を真空封止したものであっ
て、芯材６を平均繊維径が２μｍ以上の結合材を含まない繊維重合体で形成すると共に、
芯材６の間に変形可能で且つ変形後の芯材形状を保持可能な変形保持部材７を配置し、変
形保持部材７を生分解性物からなる繊維状マットで形成している。
【００１１】
　これにより、折り曲げ性及び形状保持性の確保が可能となり、真空断熱材３を冷蔵庫の
外箱１と内箱２とによって形成される空間での配設において、外箱１または内箱２の屈曲
部に沿って配設が可能となる。
【００１２】
　しかしながら、真空断熱材３を外箱１または内箱２の屈曲部に沿って配設可能となるが
、元々屈曲部は発泡ポリウレタン４を充填するときの流動方向が変わるため流動抵抗が大
きくなり、発泡ポリウレタン４の充填が難しい。更に真空断熱材３を屈曲部または屈曲部
の近傍に配設することで発泡ポリウレタン４の流路が狭くなり、更に流動抵抗が高くなる
ので発泡ポリウレタン４を充填するのが非常に困難である。
【００１３】
　そのため、冷蔵庫の部位によって発泡ポリウレタン４の密度の高い部位と低い部位が発
生し、発泡ポリウレタン４に大きな密度差が生じる問題がった。
【００１４】
　この問題を解決する方法として、発泡ポリウレタン４の充填性の向上が有効であり、下
記のような方法がある。
【００１５】
　発泡ポリウレタンは、主原料であるポリオール成分とポリイソシアネート成分が化学反
応するとき、その場に共存する発泡剤が気化、膨張することにより製造される。つまり、
発泡剤の気化温度（沸点）が発泡プロセスに大きく影響する。現在、発泡剤として一般的
に使用されるものは、水、炭化水素、フッ素化炭化水素などがある。
【００１６】
　水は、予めポリオール成分に混合され、ポリイソシアネート成分と反応することにより
二酸化炭素を生成し、この二酸化炭素が発泡剤として機能する。また、炭化水素の代表例
として、家庭用電気冷凍冷蔵庫で用いられるシクロペンタンがある。
【００１７】
　シクロペンタンは、沸点が４９℃付近であり、約２５℃以下で保管されるポリオール成
分やポリイソシアネート成分に混合されても、蒸気圧以上にはならず、発泡しない。しか
し、ポリオール成分とイソシアネート成分が反応し、その反応熱によって温度上昇するの
で、シクロペンタンは気化できる。
【００１８】
　また、フッ化炭化水素としては、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン（ＨＦ
Ｃ－２４５ｆａ）や１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４ａ）がある
。これらは沸点が２０℃以下であり、容易に気化できる。つまり、ポリオール成分とポリ
イソシアネート成分の反応初期から泡化が開始される。この発泡方法を一般にフロス発泡
と呼ばれ、発泡圧力が小さく、充填性が向上できる。
【００１９】
　フロス発泡に用いる発泡剤は、容易に気化する反面、ボイドの発生が問題となる。この
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ため、発泡剤とポリオール成分の相溶性を向上することが重要であり、具体的な方法が提
案されている（例えば、特許文献２参照）。
【００２０】
　特許文献２によれば、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパンや１，１，１，２
－テトラフルオロエタンの溶解性が高いポリオール成分として、水酸基価が４０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇ以上７０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であり、水酸基数が２．８～５．２であり、オキシエ
チレン基を５～４０質量％含むポリオキシアルキレンポリオールを０．３～３０質量％含
むものを用いている。このような発泡剤と相溶性の高いポリオール成分を用いることによ
って、ボイドを低減し、外観性に優れた発泡ポリウレタンを製造できる。
【特許文献１】特開２００７－５６９７３号公報
【特許文献２】特開２００８－２０８３８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　しかしながら、発泡ポリウレタンの充填性を向上することで、冷蔵庫の部位による発泡
ポリウレタンの密度の差を改善でき、真空断熱材を外箱または内箱の屈曲部に沿って配設
可能となるが、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパンや１，１，１，２－テトラ
フルオロエタンなどフッ化炭化水素を用いたフロス発泡を適用しているため、その他の発
泡剤であるシクロペンタンや二酸化炭素などと比較して、相対的に地球温暖化係数が高い
。このため、使用時や廃棄時に大気中に拡散した場合、地球温暖化を加速されることにな
る。過去に冷媒として使用していたフッ化炭化水素であっても、より地球温暖化係数の低
い炭化水素冷媒が主流となっている現在は、社会的に使用できないという課題がある。
【００２２】
　本発明は、真空断熱材を外箱または内箱の屈曲部に沿って配設しても、また屈曲部の近
傍に配設しても冷凍冷蔵庫の発泡ポリウレタンの部位による密度の差を改善でき、高品質
で高断熱性能な断熱箱体及び冷凍冷蔵庫を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　上記目的を達成するために、本発明の断熱箱体は、内箱と外箱との間の閉空間に真空断
熱パネルを配置して発泡ポリウレタンを充填した断熱箱体であって、前記真空断熱パネル
は、少なくとも前記内箱または前記外箱の屈曲部または前記屈曲部近傍に配設され、前記
発泡ポリウレタンは、ポリオール成分とポリイソシアネート成分の少なくとも一つに二酸
化炭素を含んだ原料を使用したのである。
【００２４】
　上記構成の断熱箱体では、略常温常圧で気体である二酸化炭素が容易に気化するので、
ポリウレタン原料は注入初期から泡化したフロス発泡が可能となる。フロス発泡は、ポリ
ウレタン原料の硬化初期において発泡が進行するため、発泡ポリウレタンの充填性を向上
させるものである。また、二酸化炭素を用いることで、フロス発泡で広く使用される１，
１，１，３，３－ペンタフルオロプロパンや１，１，１，２－テトラフルオロエタンなど
フッ化炭化水素と比較して、環境負荷を小さくさせるものである。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明は、発泡ポリウレタンの原料であるポリオール成分とポリイソシアネート成分の
少なくとも一つに二酸化炭素を用いることによって、環境負荷が小さく、充填性が良好な
フロス発泡が可能となるので、高断熱性能の真空断熱パネルを平面部だけでなく屈曲部ま
たは屈曲部の近傍に配設することができ、発泡ポリウレタンの部位によって大きな密度差
が生じない高品質で断熱性能に優れた断熱箱体及び冷凍冷蔵庫を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明の請求項１に記載の断熱箱体の発明は、内箱と外箱との間の閉空間に真空断熱パ
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ネルを配置して発泡ポリウレタンを充填した断熱箱体であって、前記真空断熱パネルは、
少なくとも前記内箱または前記外箱の屈曲部または前記屈曲部近傍に配設され、前記発泡
ポリウレタンは、ポリオール成分とポリイソシアネート成分の少なくとも一つに二酸化炭
素を含んだ原料を使用したものである。
【００２７】
　上記構成の断熱箱体では、略常温常圧で気体である二酸化炭素が容易に気化するので、
ポリウレタン原料は注入初期から泡化したフロス発泡が可能となる。フロス発泡は、ポリ
ウレタン原料の硬化初期において発泡が進行するため、発泡ポリウレタンの充填性を向上
させるものである。
【００２８】
　これにより、断熱箱体の部位によって発泡ポリウレタンに大きな密度差が生じることな
く真空断熱パネルを外箱または内箱の屈曲部または屈曲部の近傍に配設可能となる。
【００２９】
　また、二酸化炭素を用いることで、フロス発泡で広く使用される１，１，１，３，３－
ペンタフルオロプロパンや１，１，１，２－テトラフルオロエタンなどフッ化炭化水素と
比較して、環境負荷を小さくできる。よって、高品質で断熱性能に優れた断熱箱体を提供
することができる。
【００３０】
　請求項２に記載の断熱箱体の発明は、請求項１に記載の発明において、屈曲部または前
記屈曲部近傍に一つ以上の真空断熱パネルを備え、少なくとも一つ以上の前記真空断熱パ
ネルが前記内箱または前記外箱に接して配設されたものである。
【００３１】
　上記構成の断熱箱体では、真空断熱パネルが内箱と外箱に接さずに配設され、真空断熱
パネルの両面側に発泡ポリウレタンが充填される場合よりも、発泡ポリウレタンの流動抵
抗を低くすることができる。これにより、更に充填性が向上できるので、断熱箱体の部位
によって発泡ポリウレタンに大きな密度差が生じることなく真空断熱パネルを適用するこ
とが可能となり、更に高品質で断熱性能に優れた断熱箱体を提供することができる。
【００３２】
　請求項３に記載の断熱箱体の発明は、請求項１または２に記載の発明において、屈曲部
または前記屈曲部近傍に一つ以上の真空断熱パネルを備え、少なくとも一つ以上の前記真
空断熱パネルが前記内箱または前記外箱の屈曲部に沿うように屈曲させて配設されたもの
である。
【００３３】
　上記構成の断熱箱体では、屈曲部を覆うように複数の真空断熱パネルで配設するのでな
く、１枚の真空断熱パネルで配設するので繋ぎ目が生じず、熱漏洩を低減することが可能
となるので、断熱箱体の断熱性能を向上することができる。
【００３４】
　請求項４に記載の冷凍冷蔵庫の発明は、請求項１から３のいずれか一項の断熱箱体と、
前記断熱箱体の内部空間を冷却する冷却手段とから構成されるものである。
【００３５】
　冷凍冷蔵庫は２４時間稼動しているものであり、省エネ化が進められている。そのため
には断熱性能の向上が重要であり、請求項１から３のいずれか一項の断熱箱体を適用する
ことで環境負荷が小さく、高品質で断熱性能に優れた冷凍冷蔵庫を提供することができる
。
【００３６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、本実施の形
態によって本発明が限定されるものではない。
【００３７】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における冷凍冷蔵庫の断面図である。図２は本発明の実
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施の形態１における冷凍冷蔵庫の製造に用いたウレタン発泡機の概略図である。
【００３８】
　図１、図２に示すように、冷凍冷蔵庫１０１は、前面を開口した断熱箱体１０２と、断
熱箱体１０２の開口部を開閉する断熱扉１０３と、断熱箱体１０２の内部空間（収納室）
を冷却する冷却手段とで構成されている。
【００３９】
　断熱箱体１０２は、鉄鋼板またはステンレス鋼板製の外箱１０５と、ＡＢＳ樹脂を真空
成形して得られる内箱１０６によって構成され、外箱１０５と内箱１０６で形成される閉
空間内に断熱材として発泡ポリウレタン１０７が充填されている。断熱箱体１０２は、収
納室として冷蔵室１０９と、製氷室１１０と、冷凍室１１１と、野菜室１１２を有し、各
収納室には開口部を開閉可能な断熱扉１０３が備えられている。
【００４０】
　また、圧縮機１０４ａと凝縮器１０４ｂと蒸発器１０４ｃが配管接続されて冷却手段を
形成している。さらに、内箱１０６と外箱１０５との間の閉空間において、圧縮機１０４
ａと冷蔵室１０９の間に位置する内箱１０６の屈曲部に、真空断熱パネル１０８を屈曲部
に沿うように屈曲させて配設してある。
【００４１】
　断熱材の原料は、図２に示すように、ポリオール成分１１３とポリイソシアネート成分
１１４であって、ポリオール成分１１３には、予めシクロペンタン、シリコン系整泡剤、
アミン触媒および水が含まれている。そして、ポリオール成分１１３には、スタティック
ミキサー１１５によって二酸化炭素１１６が混合される。
【００４２】
　なお、ここでは二酸化炭素１１６は、ポリオール成分１１３に混合しているが、二酸化
炭素１１６を溶質として、ポリオール成分１１３とポリイソシアネート成分１１４との溶
解性の高い側に混合することが好ましい。
【００４３】
　通常、ポリオール成分１１３とポリイソシアネート成分１１４は、ミキシングヘッド１
１７を経由して、高圧循環回路１１８，１１９を形成している。高圧循環回路１１８，１
１９内で、ポリオール成分１１３およびポリイソシアネート成分１１４は、７～１５ＭＰ
ａの高圧状態で流動し、注入時にはミキシングヘッド１１７で互いに混合され、略大気圧
雰囲気へ吐出される。
【００４４】
　また、二酸化炭素１１６は、高圧循環回路１１７内のポリオール成分１１３より、０．
２～１ＭＰａ程度高い圧力で、スタティックミキサー１１５に供給される。このような高
圧状態では、二酸化炭素１１６は容易にポリオール成分１１３内に溶解できるが、注入時
には略大気圧状態まで減圧されるので、二酸化炭素１１６は気化しようとする。すなわち
、ポリオール成分１１３とポリイソシアネート成分１１４の混合液が泡化した状態である
フロス発泡が可能となる。
【００４５】
　フロス発泡には、従来から１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパンや１，１，１
，２－テトラフルオロエタンなどフッ化炭化水素が用いられてきたが、これらは地球温暖
化係数が９５０～１３００と二酸化炭素１１６の１と比較して、著しく高いため、多量に
使用することは地球温暖化にとって好ましくない。
【００４６】
　フロス発泡は、ポリウレタンが硬化する前の粘性が低く流動抵抗の小さい状態である程
度発泡するので、充填性が良好である。なお、安定したフロス発泡を実現するためには、
二酸化炭素１１６の混合量として、ポリオール成分１１３とポリイソシアネート成分１１
４の合計に対して、２重量％以下が適している。
【００４７】
　これ以上になると、ポリウレタン原料内で二酸化炭素１１６が局所的に高濃度の部分が
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できたりし、溶解性の許容度を超えた二酸化炭素１１６が一気に気化して、ボイド（空隙
）が多数発生し、品質が悪化することがある。
【００４８】
　以上のように構成された冷凍冷蔵庫１０１は、略常温常圧で気体である二酸化炭素１１
６が容易に気化するので、ポリウレタン原料は、注入初期から泡化したフロス発泡が可能
となる。フロス発泡は、ポリウレタン原料の硬化初期において発泡が進行するため、発泡
ポリウレタン１０７の充填性を向上させるものである。
【００４９】
　これにより、冷蔵室１０９上奥部の内箱１０６の屈曲部に配設した真空断熱パネル１０
８により発泡ポリウレタン１０７の流路が狭くなり流動抵抗が高くなっても、冷蔵室１０
９の天面と冷蔵室１０９の背面に位置する発泡ポリウレタン１０７において大きな密度差
が生じることがなく発泡ポリウレタン１０７を充填することが可能となる。
【００５０】
　また、発泡ポリウレタン１０７の流動性が悪いために生じる発泡ポリウレタン１０７の
表面荒れやボイドの発生がなく発泡ポリウレタン１０７を充填することが可能となる。こ
のため真空断熱パネル１０８を内箱１０６の屈曲部に配設可能となる。
【００５１】
　また、二酸化炭素１１６を用いることで、フロス発泡で広く使用される１，１，１，３
，３－ペンタフルオロプロパンや１，１，１，２－テトラフルオロエタンなどフッ化炭化
水素と比較して、環境負荷を小さくできる。よって、高品質で断熱性能に優れた冷凍冷蔵
庫１０１を提供することができる。
【００５２】
　特に、図２のように冷凍冷蔵庫１０１の中心付近に設けられたウレタン注入口から離れ
た位置にある屈曲部ではポリウレタン原料の硬化が進むため充填が更に難しく、フロス発
泡による充填性改善効果は大きい。
【００５３】
　また、真空断熱パネル１０８は、断熱箱体１０２の屈曲部に沿うように内箱１０６に接
して配設されており、真空断熱パネル１０８が内箱１０６に沿わずに配設され、真空断熱
パネル１０８の両面側に発泡ポリウレタン１０７が充填される場合よりも、発泡ポリウレ
タン１０７の流動抵抗を低くすることができる。これにより、充填性が向上できるので、
冷蔵室１０９の天面と冷蔵室１０９の背面に位置する発泡ポリウレタン１０７において、
大きな密度差が生じることがなく発泡ポリウレタン１０７を充填することが可能となる。
これにより、真空断熱パネル１０８を内箱１０６の屈曲部に配設可能となる。また、屈曲
部を複数の真空断熱パネル１０８で配設せずに、１枚の真空断熱パネル１０８で配設する
ので繋ぎ目が生じず、熱漏洩を低減することが可能となるので冷凍冷蔵庫１０１の断熱性
能を向上することができる。
【００５４】
　また、シクロペンタンも使用しているので、二酸化炭素１１６だけでなく、シクロペン
タンも発泡に寄与する。シクロペンタンは、二酸化炭素１１６よりも気体の熱伝導率が低
いので、二酸化炭素１１６だけの場合よりも、発泡ポリウレタン１０７の熱伝導率を低く
することができ、高断熱性能の冷凍冷蔵庫１０１を提供することができる。
【００５５】
　なお、図面上では真空断熱パネル１０８は、内箱１０６と外箱１０５の間の空間から見
て、内箱１０６の略９０度の屈曲部に配設しているが、０度から１５０度以下の屈曲部に
配設しても良い。この角度では発泡ポリウレタン１０７の流動抵抗が高くなるので、フロ
ス発泡により発泡ポリウレタン１０７の流動性を高くする必要性がある。１５０度から１
８０度の間の屈曲部では流動抵抗が比較的高くならないので、充填性を向上させる必要性
が低い。
【００５６】
　なお、本実施の形態では真空断熱パネル１０８は１枚しか適用していないが、冷凍冷蔵
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庫１０１の背面部や天面等に配設しても構わない。また、真空断熱パネル１０８は内箱１
０６に配設しているが、外箱１０５に配設しても構わない。
【００５７】
　（実施の形態２）
　図３は、本発明の実施の形態３における冷凍冷蔵庫の断面図である。図４は、図３の真
空断熱パネルの配設方法が異なる冷凍冷蔵庫の断面図である。
【００５８】
　図３に示すように、冷凍冷蔵庫１０１の構成は、実施の形態１とほぼ同様である。違い
として、真空断熱パネル１０８が外箱１０５の屈曲部の近傍に配設されている。屈曲部の
近傍とは、外箱１０５の屈曲部からは離れているが、内箱１０６および外箱１０５の屈曲
部に発泡ポリウレタン１０７を充填するときに流動抵抗になる箇所である。おおよそ、内
箱１０６および外箱１０５の屈曲部から２００ｍｍ以内程度を表す。
【００５９】
　なお、発泡ポリウレタン１０７の製造方法は実施の形態１と同様であるので省略する。
【００６０】
　以上のように構成された冷凍冷蔵庫１０１は、略常温常圧で気体である二酸化炭素１１
６が容易に気化するので、ポリウレタン原料は注入初期から泡化したフロス発泡が可能と
なる。フロス発泡は、ポリウレタン原料の硬化初期において発泡が進行するため、発泡ポ
リウレタン１０７の充填性を向上させるものである。
【００６１】
　これにより、冷蔵室１０９上奥部の外箱１０５の屈曲部近傍に配設した真空断熱パネル
１０８により、発泡ポリウレタン１０７の流路が狭くなり流動抵抗が高くなっても、冷蔵
室１０９の天面と冷蔵室１０９の背面に位置する発泡ポリウレタン１０７において大きな
密度差が生じることがなく発泡ポリウレタン１０７を充填することが可能となる。
【００６２】
　このため、真空断熱パネル１０８を外箱１０５の屈曲部近傍に配設可能となる。また、
二酸化炭素１１６を用いることで、フロス発泡で広く使用される１，１，１，３，３－ペ
ンタフルオロプロパンや１，１，１，２－テトラフルオロエタンなどフッ化炭化水素と比
較して、環境負荷を小さくできる。よって、高品質で断熱性能に優れた冷凍冷蔵庫１０１
を提供することができる。
【００６３】
　また、真空断熱パネル１０８の配設方法として、図４のように外箱１０５の形状を発泡
ポリウレタン１０７側に食い込むように変形させ、それにより生じた凹みに真空断熱パネ
ル１０８を配設してもよい。
【００６４】
　この場合においても、外箱１０５の形状により発泡ポリウレタン１０７の流路が狭くな
り流動抵抗が高くなるが、フロス発泡により発泡ポリウレタン１０７の充填性を向上させ
ることができ、高品質で断熱性能に優れた冷凍冷蔵庫１０１を提供することができる。
【００６５】
　また、真空断熱パネル１０８が発泡ポリウレタン１０７に埋没していないので、冷凍冷
蔵庫１０１のリサイクルにおいて容易に取り外すことができ、リサイクル性に優れる。ま
た、真空断熱パネル１０８の断熱性能が経年劣化した場合でも、容易に交換することが可
能となり、長期間において断熱性能に優れた冷凍冷蔵庫１０１を提供することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　以上のように、本発明にかかる断熱箱体の発明は、発泡ポリウレタンを地球温暖化係数
の低い二酸化炭素を用いたフロス発泡が可能となるため、発泡ポリウレタンの流動抵抗が
高くなる屈曲部または屈曲部近傍に真空断熱パネルを配設可能になる。このため、冷凍冷
蔵庫だけでなく、業務用の冷蔵庫、冷凍庫、ショーケース等にも適用することが可能であ
る。
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【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の実施の形態１における冷凍冷蔵庫の縦断面図
【図２】同実施の形態の冷凍冷蔵庫の断熱箱体の製造に用いたウレタン発泡機の概略図
【図３】本発明の実施の形態２における冷凍冷蔵庫の縦断面図
【図４】同実施の形態の冷凍冷蔵庫で真空断熱パネルの配設方法が異なる例を示す縦断面
図
【図５】従来の冷蔵庫の断面図
【符号の説明】
【００６８】
　１０１　　冷凍冷蔵庫
　１０２　　断熱箱体
　１０４ａ　圧縮機
　１０４ｂ　凝縮器
　１０４ｃ　蒸発器
　１０５　　外箱
　１０６　　内箱
　１０７　　発泡ポリウレタン
　１０８　　真空断熱パネル
　１１３　　ポリオール成分
　１１４　　ポリイソシアネート成分
　１１６　　二酸化炭素

【図１】 【図２】
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